
サラヤ

環
境
調
和
型
の
次
世
代
界
面
活
性
剤
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

優
秀
賞
【
環
境
貢
献
特
別
賞
】

　
サ
ラ
ヤ
の
「
ソ
ホ
ロ
リ
ピ
ッ
ド
」

は
、
植
物
油
の
パ
ー
ム
油
と
ブ
ド
ウ

糖
を
原
料
に
天
然
酵
母
の
発
酵
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
る
天
然
の
界
面
活

性
成
分
。
安
全
性
が
高
く
、
環
境
へ

の
負
荷
も
低
い
こ
と
か
ら
、
洗
剤
や

せ
っ
け
ん
に
変
わ
る
次
世
代
の
洗
浄

成
分
と
し
て
、
長
年
そ
の
実
用
化
が

待
た
れ
て
い
た
。

　
化
粧
品
原
料
と
し
て
使
用
で
き
る

安
全
性
と
合
成
洗
剤
に
劣
ら
ぬ
洗
浄

力
を
持
ち
、
排
水
は
微
生
物
に
よ
っ

て
素
早
く
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解

さ
れ
て
地
球
に
還
る
。
ま
た
、
使
用

す
る
パ
ー
ム
油
も
、
世
界
に
先
駆
け

「
人
権
と
環
境
に
配
慮
し
て
生
産
さ

れ
る
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
パ
ー
ム
油
」
を

採
用
。
原
料
・
製
造
・
廃
棄
の
全
工

程
で
環
境
に
優
し
く
、
今
後
の
多
岐

に
わ
た
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

大
阪
市
東
住
吉
区
、
０
６
・
６

７
９
７
・
３
１
１
１

創晶

優
秀
賞
【
産
学
官
連
携
特
別
賞
】

固
相
ゲ
ル
結
晶
化
法

　
創
晶
は
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
化
に
お

い
て
、
結
晶
核
発
生
確
率
を
上
昇
さ

せ
る
新
技
術
「
固
相
ゲ
ル
結
晶
化

法
」
を
大
阪
大
学
と
共
同
開
発
し

た
。
結
晶
を
ゲ
ル
中

Ｉ
ｎ
　
Ｇ
ｅ

ｌ

ま
た
は
ゲ
ル
上

Ｏ
ｎ
　
Ｇ
ｅ

ｌ

で
作
製
。
溶
液
中
で
の
結
晶
化

と
比
べ
結
晶
化
条
件
の
探
索

ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

で
は
結
晶
が
得
ら
れ

る
確
率
が
向
上
し
、
結
晶
化
の
再
現

性
が
低
い
タ
ン
パ
ク
質
で
は
再
現
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
結
晶
化
受
託
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

穴
全
て
に
ゲ
ル
を
あ
ら
か
じ
め
分

注
し
た
「
タ
ン
パ
ク
質
Ｏ
ｎ
―
Ｇ
ｅ

ｌ
結
晶
化
プ
レ
ー
ト
」
の
製
造
販
売

を
行
う
。
ゲ
ル
の
微
量
分
注
や
取
り

扱
い
は
難
し
い
が
、
こ
れ
で
手
軽
に

新
技
術
が
利
用
で
き
る
。
既
存
の
結

晶
化
ロ
ボ
ッ
ト
で
使
用
で
き
、
ハ
イ

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も

可
能
だ
。

　

大
阪
府
吹
田
市
、
０
６
・
６
８

７
７
・
５
６
５
９

徳永装器研究所

優
秀
賞

気
管
内
痰
の
自
動
吸
引
装
置

　
徳
永
装
器
研
究
所
は
気
管
内
痰
を

た
ん

持
続
的
に
吸
引
す
る
吸
引
器
を
開

発
、
商
品
化
し
た
。
気
管
切
開
を
し

た
患
者
の
気
管
内
の
痰
を
持
続
的
に

吸
引
す
る
。
病
院
や
在
宅
で
、
痰
吸

引
が
必
要
な
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
な
ど
の
難
病
患
者

や
障
が
い
者
、
高
齢
者
の
吸
引
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で
開
発
し
た
。

　
同
吸
引
器
は
電
動
式
で
、
ポ
ン
プ

と
呼
吸
や
吸
引
を
す
る
た
め
の
パ
イ

プ
状
の
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
な
ど
で
構

成
す
る
。
患
者
の
気
管
内
に
気
管
カ

ニ
ュ
ー
レ
を
挿
入
し
、
痰
を
や
さ
し

く
ゆ
っ
く
り
と
持
続
的
に
吸
引
す
る

こ
と
で
、
苦
痛
を
軽
減
し
気
道
閉
塞

へ
い
そ
く

事
故
を
防
ぐ
。

　
小
流
量
高
圧
力
で
患
者
の
呼
吸
に

影
響
し
な
い
で
、
粘
っ
た
痰
を
持
続

的
に
自
動
吸
引
で
き
る
の
が
特
徴

だ
。

　

大
分
県
宇
佐
市
、
０
９
７
８
・

３
３
・
５
５
９
５

優
秀
賞

永
く
生
花
を
咲
か
せ
て
お
け
る
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー

日本バイオ

　
日
本
バ
イ
オ
が
開
発
し
た
「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
は
、
生
花
の
自

然
な
色
を
半
年
以
上
保
つ
こ
と
が
で

き
る
。
花
の
色
素
で
あ
る
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ロ

テ
ン
な
ど
を
残
し
た
ま
ま
、
軽
く
握

っ
て
も
壊
れ
な
い
く
ら
い
の
柔
軟
性

を
維
持
。
バ
ラ
や
ラ
ン
な
ど
約

種

類
の
花
を
加
工
で
き
る
。

　
従
来
の
「
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ

ー
」
は
、
花
の
脱
水
工
程
で
メ
タ
ノ

ー
ル
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
、
花
や

枝
葉
の
色
が
抜
け
、
着
色
す
る
と
花

び
ら
と
ガ
ク
な
ど
が
１
色
に
染
ま
る

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
は
花
の

色
に
合
わ
せ
て
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を

調
節
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す

る
。
そ
の
た
め
、
花
の
色
が
抜
け
に

く
く
、
生
花
の
自
然
な
色
が
長
く
保

た
れ
る
。

　

静
岡
県
掛
川
市
、
０
５
３
７
・

４
８
・
０
５
８
０

優
秀
賞

無
塩
醤
油
及
び
醸
造
ア
ミ
ノ
酸
酢
の
開
発
と
製
品
化

福岡県醤油醸造協同組合

　
福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合
は
、

し
ょ
う
ゆ
醸
造
に
食
塩
を
一
切
使
用

し
な
い
製
法
を
確
立
し
た
。
食
塩
の

代
わ
り
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
う
こ
と

で
、
塩
分
濃
度
の
低
減
と
同
時
に
ア

ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含
む
製
品
を
完
成

し
た
。

　
ま
た
醸
造
後
に
酢
酸
発
酵
さ
せ
る

こ
と
で
、
う
ま
味
の
多
い
食
用
酢
の

開
発
に
も
成
功
し
た

特
許
４
９
０

１
２
３
５
号

。

　
通
常
し
ょ
う
ゆ
は
大
豆
と
小
麦
に

麹
菌
を
増
殖
さ
せ
、
腐
造
防
止
や

こ
う
じ

発
酵
促
進
の
た
め
食
塩
を
使
う
。
だ

が
み
り
ん
が
米
麹
を
ア
ル
コ
ー
ル
存

在
下
で
糖
化
・
発
酵
さ
せ
る
こ
と
を

ヒ
ン
ト
に
新
製
法
を
考
案
し
た
。
塩

を
使
わ
な
い
こ
と
に
よ
る
衛
生
リ
ス

ク
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
や
高
温
殺

菌
後
の
無
菌
充
填
包
装
で
回
避
す

じ
ゅ
う
て
ん

る
。

　

福
岡
県
筑
紫
野
市
、
０
９
２
・

９
２
２
・
３
８
３
１

優
秀
賞

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
Ｃ
Ｍ
配
信
「
Ｅ
Ｑ
ｎ
ｅ
ｏ
」

イクス

　
イ
ク
ス
の
「
Ｅ
Ｑ
ｎ
ｅ
ｏ
」
は
、

企
業
の
効
果
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
支
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
。
テ
レ
ビ
離
れ
が
進
む
中
、
急
速

な
普
及
が
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
配
信
す
る
こ
と
で

潜
在
消
費
ニ
ー
ズ
を
呼
び
起
こ
し
、

低
迷
す
る
日
本
経
済
を
活
性
化
し
た

い
と
い
う
構
想
の
も
と
開
発
し
た
。

　
ユ
ー
ザ
ー
は
「
Ｅ
Ｑ
ｎ
ｅ
ｏ
」
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
視
聴
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ク
イ
ズ
に
回
答
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
で
き
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
被

災
地
義
援
金
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
に

交
換
で
き
る
。
一
方
、
広
告
主
は
テ

レ
ビ
で
は
十
分
に
リ
ー
チ
で
き
な
い

層
へ
の
商
品
認
知
や
企
業
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

東
京
都
国
分
寺
市
、
０
４
２
・

３
２
０
・
８
１
１
１

デジタルステージ

優
秀
賞

Ｌ
ｉ
Ｖ
Ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｌ
ｉ
Ｆ
Ｅ

　
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
の
「
Ｌ
ｉ
Ｖ

Ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｌ
ｉ
Ｆ
Ｅ
」

は
、
従
来
の
サ
イ
ト
に
は
な
い
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
レ
イ
ア
ウ
ト
や
サ
ウ
ン

ド
効
果
を
用
い
て
、
ペ
ー
ジ
全
体
が

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
す
る
サ
イ
ト
が
作

成
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
。
情
報
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
「
読
む
」
の
で
な

く
、
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
「
見
て

楽
し
む
」
ス
タ
イ
ル
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
の

で
、
製
品
や
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
の
訴

求
に
役
立
つ
。

　
プ
ロ
の
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
う
し
た

サ
イ
ト
が
、
ウ
ェ
ブ
の
専
門
知
識
が

な
い
人
も
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
使
う
こ

と
で
簡
単
に
作
れ
る
。
制
作
作
業
を

大
幅
に
短
縮
す
る
ほ
か
、
自
ら
作
る

こ
と
で
外
注
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
、
０
３
・
５
４

３
３
・
５
９
０
０

小川工業

優
良
賞

自
動
車
Ａ
Ｔ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
品
の
新
工
法
開
発

　
小
川
工
業
は
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ス
技

術
を
は
じ
め
顧
客
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
独
自
の
複
合
加
工

や
新
工
法
の
開
発
に
注
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
場
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動

や
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
で
長
年
培
わ
れ
た
保

全
力
と
改
善
力
で
高
い
生
産
能
力
と

品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
同
社
が
開
発
し
た
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ス
工
法
は
、
汎
用
の
プ
レ
ス
機

で
厚
板
の
精
密
打
ち
抜
き
加
工
を

可
能
に
し
、
従
来
の
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ

ン
キ
ン
グ
工
法
で
は
難
し
い
プ
レ
ス

抜
き
ダ
レ
の
極
小
化
、
せ
ん
断
面
の

確
保
を
実
現
。
自
動
車
の
重
要
保
安

部
品
に
も
数
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
。

　
パ
ー
ツ
フ
ォ
ー
マ
ー
加
工
で
は
圧

造
後
に
冷
間
鍛
造
で
成
形
す
る
な
ど

の
他
の
工
法
と
の
複
合
加
工
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

和
歌
山
県
橋
本
市
、
０
７
３
６

・
３
２
・
２
２
２
５

第
２
５
回
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製
品
賞
受
賞
各
社
の
製
品
・
技
術

　　 ２０１３年 平成２５年 ５月８日 水曜日 【企画特集】 （ ）

中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
す
る

　
湖
北
工
業
の
石
井
太
社
長

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


